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「⽇本ガラス⼯芸協会」のあゆみ

本会はガラスによる創作活動を通して、ガラスと⼈々との結びつきを深め、⽂化の発展、向上に寄与する
ことを⽬的とする〜として1972年に創⽴しました。

岩⽥藤七・各務鈜三⽒を名誉会員とし、顧問に岡⽥譲・塩野昭雄・⾕川徹三・⼟⽅定⼀・細川護貞各⽒を
迎え、会⻑に岩⽥久利、副会⻑に淡島雅吉・各務満の2⽒に、監事に伊藤幸雄・藤⽥喬平の２⽒を選出し、
正会員56名、賛助会員26社で発⾜いたしました。26社は当時のガラスメーカー・関連会社の多くが加⼊さ
れました。

創⽴当初の会員はメーカーのデザイナーがかなり多かったようです。また、会員同⼠の交流を⼤事にした
時期でしたので、ライバル会社でもデザイナー同⼠は仲間感覚でいい雰囲気とのことです。

創⽴⽬的にもあったように「ガラスと⼈との結びつき」のためにも、先ず会員同⼠の交流をはじめとして
「聞く会」「⾒る会」「知る会」、外部に依頼しての「講演会」「交歓会」「座談会」「懇談会」等、、、
1973年には会員〜未会員での関⻄ツアーの実施もありました。
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ʻ７２ JGAA創⽴総会 ①

創⽴当初の会員はメーカーのデザイナーがかなり多かったようです。また、会員同⼠の交流を⼤事にした時
期でしたので、ライバル会社でもデザイナー同⼠は仲間感覚でいい雰囲気とのことです。



ʻ７２ JGAA創⽴総会 ②



ʻ７８ ⽇本のガラス展 ／三笠宮ご夫妻の来館のようす

1978年「ʼ78⽇本のガラス展―ガラスのすべて・アート
からデザインまで」とし 新宿⼩⽥急百貨店で開催しま
した。（⼩⽥急百貨店開催は1999年まで）



ʻ８１ ⽇本のガラス展

1981年 3年後の1981年に「ʼ81⽇本のガ
ラス展―今ガラスが語ろうとしているもの
は、、、」と題し、⼩⽥急百貨店で開催。



ʻ８４ ⽇本のガラス展

1984年 1984年には⼩⽥急百貨店と巡回展として
⻄宮⼤⾕記念美術館で開催できました。



ʻ８６、７⽉
ポール・スミス⽒「スライドレクチャー時のパーティー」

1986年 そして1986年7⽉にはポール・スミス⽒
により「スライドレクチャー」をして頂き、その
後、交歓会となりました。



ʻ９０，５⽉ スーザン・フランツ⼥史 ダグラス・ヘラー⽒を囲んでの交歓会

1990年 また、1990年5⽉には スーザン・フランツ⼥史、ダグラス・ヘラー⽒との交歓会をさせて頂
きました。



ʻ９０ ⽇本のガラス展（新宿⼩⽥急）

同じく1990年9⽉には⼩⽥急百貨店にて「ʻ９０⽇
本のガラス展―ガラスの時・今・ガラスの⾔葉」
と題し開催し巡回展として九州に渡り、福岡天神
岩⽥屋で実施されました。



ʻ９０ ⽇本のガラス展（新宿⼩⽥急）



ʻ９０ ⽇本のガラス展・巡回展(福岡天神岩⽥屋）



ʻ９１ JGAA定期総会

1991年 毎年3⽉に開催される「⽇本ガラス
⼯芸協会・定期総会」ʻ91年の１コマです。



ʻ９０ ⽇本のガラス展（Ｎ,Ｙ ヘラーギャラリー）①

「ʻ９０⽇本のガラス展選抜展」をＮ.Ｙヘラーギャラリーにて開催できました。



ʻ９０ ⽇本のガラス展（Ｎ,Ｙ ヘラーギャラリー）②

NY在 ⽇本⼤使 英ご夫妻がご来場いただきました



ʻ９３ ⽇本のガラス展（⼩⽥急百貨店）

1993年9⽉には「ʻ９３⽇本のガラス展―ガラスの⿎動がきこえる」を⼩⽥急百貨店にて開催。ʼ93年は協会創
⽴２０周年でもあったので、記念パーティーと授賞式も⾏なわれました。
巡回展しても1か所が増え「梅⽥⼤丸ミュージアム」「福岡天神岩⽥屋」で開催しました。



ʻ９３ ⽇本のガラス展
／JGAA創⽴２０周年記念パーティー

付録―ʼ93年の家庭画報で「ＴＨＥ ＰＡＲＴＹ―紳
⼠と淑⼥のドレスアップ―」の中で取り上げられた。



ʻ９３ ⽇本のガラス展 巡回展／⼤丸⼤阪 福岡天神岩⽥屋



ʻ９８ 「G．A．S．in Japan Seto記念展」

1998年には「G．A．S．in Japan Seto記念展」が瀬⼾市⽂化会館で開催され、G．A．S．参加者との
交流会も企画されました。



2002年は協会創⽴３０周年として「⽇本のガラス展」が銀座の洋協アートホールで開催され、記念パー
ティー、授賞式もありました。



2002年は藤⽥喬平会⻑が「⽂化勲章」受賞されるという協会にとっても⼤変喜ばしい年にもなりました。

〈受賞理由〉⽇本独⾃の伝統美とヴェネツィアの伝統技法を融合させた独⾃の芸術世界を確⽴し、国内外
で⾼評価を得たこと。／代表作の「飾筥(かざりばこ)」シリーズは、特に芸術的功績として⾼く評価され、
ガラス⼯芸家として初めての⽂化勲章受賞者となった。(左から3⼈⽬が藤⽥喬平会⻑）



ʻ０３ 藤⽥喬平先⽣⽂化勲章を祝う会が開催されました

翌年の2003年には「⽂化勲章受賞を祝う会」が開催され、
会員他多くの関係される⽅々が参加し、喜びのムード⼀⾊
の会となりました。



ʻ０５ ⽇本のガラス展

2005年には「第10回⽇本のガラス展」として新たに渋⾕東急本店にて開催され、巡回展は⻄伊⾖の⻩⾦崎
クリスタルパークで⾏なわれました。東急本店開催は、「ʼ０８⽇本のガラス展」まで。その後 2010年展
からは、代官⼭フォーラム他に移りました。巡回展会場も2005年度以後、⻩⾦崎クリスタルパークの他、
能登島ガラス美術館、パラミタミュージアム、酒⽥市美術館、姫路市書写の⾥・美術⼯芸館、⼤⼀美術館
で開催の機会をいただきました。



ʻ２１⽇本のガラス展

2021年は「協会創⽴５０年記念・ʼ２１⽇本のガラス展」として協会のＯＢの⽅々にもお声がけさせて
頂き、１５名の出品協⼒を頂きました。巡回展は⼭陽⼩野⽥⽂化会館、能登島ガラス美術館、姫路市書
写の⾥・美術⼯芸館の３ヶ所にて開催されました。



ʻ２４⽇本のガラス展①

2024年には「第16回ʼ２４⽇本のガラス展」を代官⼭で開催。巡回展の初会場であった能登島ガラス美術
館は、24年正⽉(元⽇)の地震〜津波災害により、⼀時は開催が危ぶまれましたが、姫路市書写の⾥」に先
に開催して頂き、最終的には約半年遅れで開催の運びとなりました。協会としても美術館の復興⽀援に義
援⾦という形で会員に呼びかけ100万円を超える⾦額を送らせて頂きました。



ʻ２４⽇本のガラス展②

代官⼭ヒルサイドフォーラムの展⽰⾵景 出品者の集合写真
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